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北海学園大学法学部政治学科卒業・学士（法学）
北海学園大学大学院法学研究科修士課程修了・修士（政治学）
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日本政治学会　会員
北海道・東北史研究会　会員
北海道史研究協議会　会員
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北海学園大学法学部・学士（政治学）
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北海学園大学大学院法学研究科博士（後期）課程　政治学専攻
旭川医科大学医学部看護学科　勤務
日本ルーラルナーシング学会　会員
日本公衆衛生看護学会　会員
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旭川医科大学医学系研究科修士課程修了・修士（看護学）
　　　北海道立保健所保健師として勤務
旭川医科大学医学部看護学科　勤務
日本公衆衛生看護学会　会員
北海道公衆衛生学会　評議員
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学位授与年月 論文名氏　名

菊池　隆司

前田　智加

三浦あいり

杉本　早苗

山原　廣大

石田真紀子

乘松　永佳

長谷　敦

平成30年３月

平成30年３月

平成31年３月

平成31年３月

平成31年３月

平成31年３月

平成31年３月

平成31年３月

当事者団体と市民社会

学校におけるワークルール教育
─若年者に対する教育の工夫についての考察─
法定監督義務者・事実上の監督者・準監督義務者
―監督義務者概念の空洞化とそれを埋める規範の変容―

監視型捜査に対する法的規律

被疑者勾留の要件に関する一考察
─統計的推論による罪証隠滅の判断基準─
裁判員裁判と控訴審のあり方
─事実誤認の審査を中心 として ─
芦田均の外交理念
─戦前・戦後の連続性：対共産主義認識・自衛権・対米協調─

認知症罹患者の脳科学的知見に見る刑事責任能力の再考


